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脊柱管内膿瘍により後躯麻痺を呈したホルスタイン育成牛の１症例
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要 約

ホルスタイン種雌１１カ月齢の育成牛が、腹囲膨満、発熱などの症状を呈し、次第に横臥姿勢を好むようにな

り、第１０病日には起立不能となった。後肢の麻痺、後肢反射の亢進、排尿障害等の所見などから脊髄病変を疑っ

た。病理解剖の結果、第１３胸椎と第１腰椎間の脊柱管内右側に椎弓と癒着した１×１×２�の膿瘍が認められ、

脊髄を圧迫していた。膿瘍からは Actinomyces pyogenes が検出された。
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一般に、椎骨の化膿性骨髄炎では、その進行に伴い病

的骨折や膿瘍形成による脊髄圧迫が生じることがあり、

四肢の進行性麻痺や運動障害の原因となりうる［１］。特

に、若齢牛では二次的な感染に起因する椎骨の化膿性骨

髄炎により膿瘍を生じることが多く、膿瘍形成の部位に

よりさまざまな神経症状を呈する。今回、後躯麻痺によ

る起立不能を呈したホルスタイン種育成牛において、病

理学的検索により、腰椎に脊柱管内膿瘍を確認した症例

に遭遇したのでその概要を報告する。

症 例

症例はホルスタイン種雌、１１カ月齢で、腹囲膨満を主

訴に診察となった（第１病日）。初診時には、体温３７．７℃、

心拍数７２／分、呼吸数３６／分で、歩様蹌踉で、腹囲は膨満

し、眼結膜充血が認められたため、ガス抜去後、メトク

ロプラミドおよび輸液による治療を行った。第３病日に

は乾性ラッセルが聴取され、体温の上昇（４０．１℃）もみ

られたため、抗生剤および解熱鎮痛剤投与を加えた。そ

の後も病状は改善せず、次第に横臥姿勢を好むようにな

り、第１０病日には起立不能となった。第１６病日に病性鑑

定のため帯広畜産大学に搬入された。

搬入時、体温３８．５℃、心拍数７０／分、呼吸数３０／分で、

脱水、肺音粗励、起立不能が確認され、直腸検査では膀

胱の拡張がみられた。自発排尿ができず少量の尿が少し

ずつ排泄される状態であった。排便は可能で、肛門反射

が認められた。起立しようと前肢を動かすものの、後肢

に力が入らず起立不能であった（図１）。背部触診では

脊椎骨の変形および圧痛は認められなかった。また、股
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図１ 症例は起立しようと前肢を動かすが、後肢に力が
入らず起立不能を呈した（第１６病日）。
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関節脱臼を疑わせるような姿勢異常などはみられなかっ

た。神経学的検査では、前肢の反射は正常ないし減弱、

後肢の膝蓋腱反射および腓腹筋反射は正常ないし亢進し

ていた（表１）。

血液および血液生化学検査所見を表２に示す。白血球

数の増加はみられないものの好中球割合が増加しており、

また小球性正色素性貧血が認められた。総タンパク質濃

度および CPKの増加、また血清蛋白電気泳動では γグ

ロブリン分画の増加が認められた。

病理解剖検査所見および病原学的検査所見

病理解剖では、第１～第３腰椎にかけて結合織が増生

し腫大しており、周囲の筋組織は水腫様で脂肪織の膠様

化がみられた。脊柱管を割って脊髄を露出したところ、

第１３胸椎と第１腰椎間の脊柱管内右側に椎弓と癒着した

１×１×２�の軟らかい黄白色膿瘍物が脊髄を圧迫して

いた（図２）。腰椎矢状断では、第２腰椎の頭側約１／４

が黄白色を呈して脆く、一部乖離し、固有の骨髄構造は

認められず、第１－２腰椎間の椎間円板が消失していた

（図３）。肺では右前葉前部肋骨面の一部が胸壁と癒着

していた。膀胱は弛緩・拡張していた。肺には、肺胞壁

の肥厚、線維化および出血が認められた。なお、組織学

検査では、膿瘍の圧迫による脊髄の変性が生じ、脊髄構

造の崩壊も認められた。

脊柱管内膿瘍の細菌学的検査により Actinomyces

pyogenes が検出された。

考 察

本症例は初診時の主訴が腹部膨満であったが、進行性

に後躯麻痺となり起立不能を呈したものである。後躯麻

痺の原因は、病理解剖によって認められた椎体膿瘍によ

る脊髄圧迫であると思われた。

本症例では、前肢は動かすことが可能だが後肢が麻痺

し、また排尿障害と拡張した膀胱が確認されたことから

脊髄病変が疑われ、またその部位は T３より下位と予想

された。第１６病日に実施された神経学的検査では、後肢

の反射亢進傾向に加え、前肢の反射減弱傾向が認められ

表２ 血液および血液生化学所見（第１６病日）

RBC ７．７５×１０６／� BUN １０．１�／�
Hb ８．９�／� Creatinin ０．５�／�
PCV ２６．７％ AST ９１U／�
MCV ３４．５fl LDH １００４U／�
MCHC ３３．３�／� CPK ７９９U／�
Platelet １０９×１０４／� NEFA ０．４１µEq／�
WBC １０８００／� TP ８．１�／�

Sta ０％ Albumin ２８．６％
Seg ６６％ α-globulin １６．２％
Lym ２８％ β-globulin １１．９％
Mon ６％ γ-globulin ４３．３％
Eos ０％ A／G ０．４０

表１ 前後肢の神経学的検査結果（第１６病日）

反射（反射の中枢） 左 右
前肢
屈曲反射（C６‐T２） ＋＋ ＋＋
二頭筋反射（C６‐C８） ＋ ＋
三頭筋反射（C７‐T２） ＋ ＋
後肢
屈曲反射（L６‐S１） ＋＋ ＋＋
膝蓋腱反射 （L４‐６） ＋＋ ＋＋＋
腓腹筋反射（L７‐S１） ＋＋ ＋＋＋

図２ 第１３胸椎と第１腰椎間の脊柱管内右側に椎弓と癒
着し、脊髄を圧迫する１×１×２�の黄白色膿瘍
物（矢頭）を認めた。

図３ 腰椎矢状断では、第２腰椎の頭側約１／４が黄白
色を呈して脆く、一部乖離し（白矢頭）、固有の
骨髄構造は認められず、第１－２腰椎間の椎間円
板が消失していた（矢印）。
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たため、C５‐T２病変の存在も考慮したが、実際には腰

椎部の脊柱管内膿瘍であった。第１３胸椎と第１腰椎間に

病変が存在する場合、理論的には前肢の反射は正常、後

肢の反射は亢進となるが、前肢反射の一部に減弱が認め

られた。本症例の場合、神経学的検査時の前肢の緊張が

強かったため、前肢の反射が減弱して評価されたものと

考えられた。牛の神経学的検査結果を評価する際、特に

反射減弱がみられた場合には、臨床症状と併せて結果を

評価することが必要と考えられた。

後躯麻痺を生じる脊髄病変の鑑別診断としては、膿瘍

（化膿性脊椎炎）の他に、椎体骨折、牛白血病を含む腫

瘍等を考慮する必要があるが、その生前診断は容易では

ない［２－３］。今回の症例では臨床検査所見から慢性炎症

の存在が示唆され、椎体膿瘍を含む化膿性脊椎炎も考慮

されたが、確定診断には至らなかった。牛の骨髄炎では

血行性の細菌感染によるものが多くみられ，細菌感染巣

は長骨や椎骨など骨幹に起こりやすいとされている［４］。

特に脊髄病変が疑われ、発熱や慢性炎症所見がみられる

場合には、化膿性骨髄炎の可能性を考慮する必要がある。

なお、初診時にみられた腹部膨満については、内臓に分

布する脊髄神経が脊髄領域で圧迫されたことに関係した

ものと推測された。

牛では細菌感染による二次性の椎体膿瘍が起こりやす

いとされており、特に A.pyogenes は最も多く分離され

る細菌である［４］。本症例では、椎体と肺以外には病変

がほとんどみられなかったことから、A.pyogenes 感染

が慢性肺炎から血行性に生じて椎骨の骨髄炎となり、脊

柱管内に膿瘍が形成されたものと考えられた。

本症例報告は十勝 NOSAIと帯広畜産大学の共同研究

「難診断患畜の臨床病理検索」により行われた。
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